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事 業 概 要 成果 と 今後

成果(含む想定)目的

課題 解決策

取り組み内容 検証項目

取得データ

データ活用による考察・示唆

次年度以降の実装計画/見立て

実装前 実装後（〜今年度） 今後3年

＃カテゴリー

AI技術を活用したカメラ自動監視による牛の事故削減プロジェクト

株式会社ゆうぼく名

株式会社ゆうぼく／和牛新（新開農場）／池田牧場

AI技術を活用したカメラで牛を自動監視することで、下記目的を 達成し、生産性と収益性を向上させる。

①事故死を削減する ②生産者の労力負担を軽減する ③牛の管理の質の向上

肉用肥育牛は下記問題がある。
①夜間の事故死が一定確率で発生する ②一人で
100頭〜150頭の牛を毎日確認しなければならない
③体調不良の牛を見落として死亡してしまうことがあ
る。
これら問題を解決することが課題である。

●牛の姿勢の学習
牧場にカメラを設置し、牛の姿勢をAIに学習させる

●クラウドによる牛管理の仕組み導入
牛管理用のクラウドサービス(kintone)の導入

●起立困難検知
実際に起立困難が発生した際にの検知率

●牛管理に関わる作業性の向上
分析や集計にかかる削減時間の検証

［内部用］ 成果報告 記入フォーマット

監視カメラで牛の姿勢や移動の有無を自動検知し、
ユーザーへ通知アラート を発信する。 このアラートによ
り、 ユーザーは異常かどうかをスマホで確認し、異常
である場合は死亡する前に対処することが可能とな
る。

牛の姿勢データ

実装先の2カ所で起立困難状態に陥った牛の姿勢を記録することが
できた。その結果、AIに学習させることができ、サンプル数はまだ少
ないが、実際に起立困難の検知を実現した。今後は実装先を増やし、
検知率の検証を行なっていきたい。

●実装先の継続支援
起立困難検知の他、データ管理に関する使い方やデータ項目のニーズを聞き取り調整する。結果として継続して使って
もらえる仕組みを確立する。

●新規実装先の獲得
畜産関係の協会が開催する会で紹介の場を設けてもらい、県内生産者への導入を推進する。

写真スペース 写真スペース

写真スペース
※枚数・配置自由※

カメラによる起立困難の自動検知の仕組みを実現した。またクラウドによる牛管理の仕組みもパッケージ化した。
今後、導入農場を増やしていくことで、検知率の向上と損失削減、牛管理の効率化が期待できる。

定
量
面

金
額

➢ 起立困難の損失削減
750万円（見込み）

➢ 起立困難の損失削減
2000万円/年（見込み）

➢ 起立困難による損失
約200〜400万円/年の
損失

重
要
指
標

➢ 自社含め3農場で実装。

➢ 期間中起立困難の事故は未遂が1
件あったが、検知は実現した。

➢ kintoneによる牛管理の導入し、
分析や棚卸しの自動化により、作
業時間5時間短縮

➢ 導入農場 5件

➢ 起立困難事故の事故をアラートに
よって80％防げている。

➢ 起立困難を検知する仕組みはセン
サー系では存在するが、カメラに
よる非接触型では普及していな
かった。

➢ 1〜2％の確率で起立困難による
死亡事故が発生していた。

➢ 牛の管理はエクセルや紙ベース

定
性
面

➢ カメラで遠隔で牛を監視

➢ 牧場にいなくても安心できる

➢ 畜産関係の協会や組合を通して建
寧生産者へ展開

➢ 常時牛の監視は実質不可能で、起
立困難の事故は仕方ないものとみ
なされていた。
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